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若
松
港
の
石
炭
積
出

大
阪
港

へ
の
輸
送

今

津

健

治

 

一
、

は

じ

め

に

近
代
日
本

に
お
け
る
最
大
の
石
炭
消
費
都
市
は
大
阪
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
こ
の

地

に
最
も
多
く
石
炭
を
供
給

し
た
の
が
、
筑
豊
炭
の
主
要
な
積
出
港
で
あ

っ
た
若

松
港

で
あ
っ

た
。
若
松
港

は
と
く
に
国
内
向
石
炭
積
出
港
と
し
て
、
他
港
を
圧
し

て
群
を
抜

い
た
存
在

で
あ

っ
た
こ
と
は
、
第

一
表

(末
尾
の
附
表
)
が
雄
弁
に
物

語
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
第

一
表
は

一
九
〇
六
年
か
ら

一
九
三
五
年
に
至
る

(
一
九

〇
九
～

一
九

一
一
年
を
除
く
)
各
年
の
若
松
港
の
国
内
向
石
炭
積
出
量
を

一
〇
〇

と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
そ
の
年
の
主
要
各
港

の
国
内
向
石
炭
積
出
量
を
比
率
で

現
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
の
経
過

と
と
も
に
北
海
道
炭
の
積
出
港

で
あ
る
室

蘭
港
や
宇
部
港
、
あ
る
い
は
同
じ
九
州

炭
で
も
西
九
州
の
石
炭
積
出
港

に
よ

っ
て
、

若
松
港
は
そ
の
地
位
を
次
第

に
脅
か
さ
れ

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
最
大

の
石
炭
積
出
港
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
。

大
阪
港
と
若
松
港
は
そ
れ
ぞ
れ
に
瀬
戸
内
海
の
東
西
の
両
端
に
位
置
す
る
。
江

戸
時
代
以
来
、
瀬
戸
内
を
通
じ
て
発
展
を
示
し
た
米
を
は
じ
め
と
す
る
重
量
物
輸

送

ル
ー
ト
は
、
石
炭
と
い
う
近
代
の
重
量
物
輸
送
の
有
力
な
基
盤
と
な
っ
た
と

い

え
よ
う
。
若
松
港
と
大
阪
港
と
の
関
係

は
石
炭
を
通
じ
て
緊
密

に
結
ば
れ
て
い
て
、

大
反

に
発
生
を
み
た
締
糸
紡
蟹
業
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
産
業

は
、
主
要
な
燃
料

で
あ

っ
た
石
炭
の
大
部
分
を
若
松
港
か
ら
の
供
給

に
求
め
た
の
で
あ
る
。
ー

し
か

し
大
阪
港
と
若
松
港
の
関
係
を
連
年
の
統
計
資
料

に
よ

っ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
関
係

の
統
計
表
が
整
備

さ
れ
て
く
る
明
治
末
年
を

ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
筆
者
の
知
り
得
た
両
港
に
関
す
る
若
干
の

統
計
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
大
阪
港
と
若
松
港
の
石
炭
輸
送
史
の
側
面
か
ら
工

業
化
を
支
え
る

エ
ネ

ル
ギ
ー
条
件
の
変
化

に
数
量
的
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二
、

筑
豊
炭
の
鉄
道
輸
送

若
松
港
に
お
け
る
石
炭
積
出

に
先
だ

っ
て
、
筑
豊
地
区
に
お

い
て
採
掘
さ
れ
た

石
炭
が
ど
の
よ
う
な
経
路
を
経
て
輸
送
さ
れ
た
か
を
、
ま
ず
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
表
が
そ
れ
を
示
す
も
の
で
、

一
八
八
〇
年
か
ら

一
九
三
九
年
に
至
る
六
〇
年

間

に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
筑
豊
炭
送
出
量

(筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
加
入

者
に
限
る
)
は
約
百
倍

に
増
大
し
た
こ
と
は
表
中
の
指
数
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

筑
豊
炭
の
輸
送
は
江
戸
時
代
以
来
、
遠
賀
川
の
水
運
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
、

あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま

い
。
明
治
二
四
年

(
一
八
九

一
)
筑
豊
興
業

鉄
道
お
よ
び
九
州
鉄
道
が
、
そ
れ
ぞ
れ
若
松
港
と
門
司
港

へ
の
輸
送
路
を
開
い
た

こ
と

に
よ

っ
て
、
水
運

か
ら
陸
運

(鉄
道
)

へ
の
転
換
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
水

運
は
直
ち
に
衰
退

に
向

っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
遠
賀
川
下
流
部
等

に
お

い
て
は
根

強
く
生
き
続
け
、
明
治
期
に
お
い
て
そ
の
石
炭
輸
送
量
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
認
め

ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
よ
う
や
く
第

一
次
大
戦
を
経
過
す
る
こ
ろ

一「



か
ら
衰
退

に
向
い
、
昭
和
五
年

(
一
九

三
〇
)

に
統
計
表
か
ら
姿
を
消
し
た
。

筑
豊
地
区

の
鉄
道
建
設
は
明
治
二
四
年

に
最
初
の
鉄
道
が
開
通
し
て
以
来
、
約

十
年
を
経
過
す
る
う
ち
に
主
要
路
線
の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
建
設
を
終

っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
複
線
化

や
輸
送
力

の
増
強
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期

の
建
設
の
速
度

の
早
さ
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
鉄
道
網
が
保
持
し

て
い
た
石
炭
の
輸
送
力
等

に
つ
い
て
も
、
考
察
を
深
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
多
く

の
課
題
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ

こ
こ
で
鉄
道
国

有
化
以
後
の
石
炭
運
賃
の
推
移

に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

鉄
道
国
有
化
以
前
に
お
い
て
は
各
産

炭
地
は
、
そ
の
大
部
分
が
私
鉄
の
経
営
領

域
に
位
置
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
運
賃

の
如
き
も
区

々
で
統

一
的

な
基
準
は
存
在

し
な
か

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
従

っ
て
国
有
化
後
に

一
挙
に
運
賃

の
全
国
的

な
統

一
を
計
る
こ
と
は
困
難
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
即
し
て
段
階
的
な

改
訂
を
せ
ざ
る
を
得

な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
九
州
管
内

に
お
い
て
も
国
有
化
直
後

の
明
治
三
九
年

一
〇
月
、
そ
し
て
明
治

四
三
年
二
月
、
大
正
元
年

一
〇
月
と
運
賃

改
訂
を
重
ね
て
い
る
・
②

大
正
二
年
当
時
の
筑
農

の
平
均
輸
送
距
離
は
四
三

●

八

キ

・
・

-

ト

ル
と

い

わ
れ

る

が
、
③

そ

の

丁

ン
当

り

運

賃

は

そ

の
後

の
改

訂

④

に

よ

っ
て

次

の

よ
う

な
変

遷

を

と

げ

た
。

筑
豊
炭
平
均
鉄
道
運
賃

四

三

・
八

キ

ロ

メ

ー

ト

ル
、

一
ト

ン
当

リ

石

炭

運

賃

次

に
筑
豊
炭
の
鉄
道
輸
送
量

の
う
ち
、
石
炭
積
出
港
で
あ
る
若
松
、
門
司
、
小

倉
、
宇
島
の
四
駅
向
以
外
の
各
駅
向
輸
送
量

(
九
州
管
内
の
鉄
道
用
炭
は
除
く
)

は
、
第
二
表

に
よ
れ
ば
明
治
二
九
年

(
一
八
九
六
)

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
時
の

経
過
と
と
も

に
、
そ
の
比
率
が
次
第

に
増
大
す
る
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は

輸
送
力
の
増
大

に
と
も
な
う
内
陸
部

へ
の
石
炭
の
滲
透
の
反
映
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
九
州
沿
岸
諸
港

へ
の
帆
船

に
よ
る
石
炭
輸
送
が
、
鉄
道
輸
送

へ
次
第
に
転
換
し

て
い
っ
た
結
果
と

い
う
側
面
も
同
時
に
併
せ
も

っ
て
い
た
。

こ
れ
も
今
後
考
察
を

深
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
る
が
、
筑
豊
炭
が
比
較
的
多
く
輸
送
さ
れ
た

主
要
駅
は
枝
光
、
八
幡
、
黒
崎
、
吉
塚
、
大
牟
田
、
熊
本
、
坂
本
、
鹿
児
島
、
苅

田
、
中
津
、

西
大
分
、
大
分
、
津
久
見
等

で
、
主
と
し
て
工
場
用
が
主
要

な
需
要

で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
・
⑤

運
賃

改
訂

年
月

日

明

治

45
年

2

月

大

正

元

年

-o

月

同

6
年

7
月

同

7

年

9
月

同

-o
年

-
月

11

日

昭

和

5
年

4
月

1

日

○

円

七

四

〇

〇

・
七

二

四

〇

・
七

六

四

〇

・
九

一
七

一

・

一
五

〇

一

・

一
五

〇

三
、
若
松
港
の
石
炭
積
出

若
松
港
は
江
戸
時
代
以
来
、

つ
と
に
米

の
積
出
港
と
し
て
知
ら
れ
、
江
戸
時
代

後
期
に
至
り
、

こ
れ
に
加
え
て
遠
賀
川
下
流
の
芦
屋
港
と
と
も
に
石
炭
積
出
港
と

し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
炭
の
積
出
に
と
も
な

っ
て
港
湾
の
整
備
が

課
題
と
な
り
、
明
治
期
を
迎
え
仕
組
法
廃
止
後
、
明
治
八
年
福
岡
県
達

に
よ

っ
て

組
織
さ
れ
た
石
炭
問
屋
組
合
は
洞
海
湾
内

に
川
　

入
場
を
設
置
し
た
等
の
記
録
を

と
ど
め
て
い
る
・
⑥

明
治

一
六
年
下
関
港
が
特
別
輸
出
港

に
指
定
さ
れ
た
の
に
続

い
て
、
同
二
二
年

門
司
港
も
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
、
筑
豊
炭
の
東
ア
ジ
ア
市
場

へ
の
輸
出
や
汽

船
焚
料
が
大
き
な
需
要
と
し
て
浮
ぴ
あ
が

っ
て
く
る
と
、
輸
出
炭
の
最
も
重
要
な

中
継
港
と
し
て
若
松
港
の
整
備

が
急
が
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
前
節

に
述
べ
た
明

治
二
四
年
筑
豊
興
業
鉄
道

の
若
松
～
直
方
間
開
通
が
、
そ
の
た
め
の
決
定
的
要
因

で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま

い
。
若
松
築
港
会
社

(
資
本
金
三
〇
万
円
)

一一



が
本
格
的
に
開
業
に
こ
ぎ

つ
け
た
の
は
翌
二
五
年
七
月

一
日
で
、
俊
喋
と
埋
立
工

事
を
急

い
だ
・
⑦

近
代
的
築
港
工
事

へ
の
着
手

に
つ
い
て
い
え
ば
、
門
司
港
の
場
合
が
よ
り
早
く
、

明
治
二
二
年
門
司
築
港
会
社
は
日
本
土
木
会
社

の
担
当
で
第

一
区

工
事

(
七
四
、

六
三

坪
八
四
)

に
着
工
・
同
二
四
年
に
完

成
し
て
い
る
・
⑧

筑
豊
地
区

の
鉄
道

建
設
の
経
過
を
み
て
も
、
豊
州
鉄
道

(
小
倉
～
行
橋
～
伊
田

・
明
治
二
八
年
開
通
)

等
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
に
よ

っ
て
は
筑
豊
炭
の
門
司
港

へ
の
直
接
輸

送
を
意
図
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
面
が
認
め
ら
れ
る
。
事
実
、
第
二
表

に
明
ら

か
な
よ
う
に

一
九
〇
〇
年
前
後

に
門
司
駅

へ
の
石
炭
輸
送
が
増
大
し
た

一
時
期
が

あ

っ
た
。
し
か
し
門
司
港
は
地
形
的
に
水
深
は
得
ら
れ
て
も
広
大
な
貯
炭
場
を
設

置
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
広
大
な
面
積

を
有
す
る
若
松
駅
や
若
松
港
に
中
継
地
的

役
割
を
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
か

っ
た
。

二
〇
世
紀
に
入

っ
て
門
司
港
か
ら
の
石
炭

輸
出
量
が
さ
ら
に
増
大
す
る
と
、
そ
の
傾
向
は
強
ま

っ
た
。

こ
れ
に
と
も

な
っ
て
、

若
松
港

へ
の
鉄
道
に
よ
る
筑
豊
炭
の
輸

送
に

一
段
と
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態

の
推
移
に
即
応
し
て
、
若
松
港
に
お
い
て
も
対
岸
の
戸
畑
地
区

の
浚
渫

が
進
め
ら
れ
、
汽
船

(
二
～
三
千

ト
ン
の
中
型
)
の
着
岸
が
可
能
と
な
る

よ
う
努
力
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
官
営
八
幡
製
鉄
所
の
操
業
開
始

(明

治
三
四
年
)
、
こ
と
に
清
国

・
大
冶
か
ら

の
鉄
鉱
石
の
汽
船
に
よ
る
輸
送
が
、
戸

畑
地
区
の
浚
渫

を
必
要
と
し
て
い
た
と
い
う
事
情
も
同
時

に
存
在
し
て
い
た
b

小

倉
～
戸
畑
～
黒
崎
間
に
九
州
鉄
道
が
新
線
を
建
設
し
た
の
は
明
治
三
五
年

一
二
月

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
明
治
三
七
年

に
若
松
港
も
特
別
輸
出
港

に
指
定
さ
れ
、
若
松

港

(
主
と
し
て
戸
畑
地
区
)
か
ら
も
直
接
石
炭
の
海
外
輸
出
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
や
が
て
若
松
港
は
門
司
港
と
並
ん
で
筑
豊
炭
の
輸
出
港
と
し
て
の
地
位

を
占
め
る
に
至

っ
た
。
た
だ
汽
船
焚
料

に
つ
い
て
は
門
司
港
が
依
然
と
し
て
優
位

を
保

っ
て
い
た
。

ま
た
若
松
港
は
国
内
向
石
炭
の
積
出
港

と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ

と
は
、
す
で
に
述

べ
た
。
工
業
化

の
進
展
に
と
も
な
っ
て
日
露
戦
争
を
経
過
す
る

こ
ろ
か
ら
、
筑
豊
炭
の
需
要
は
国
内
向
が
輸
出
向
を
凌
駕
し
て
増
大
傾
向
を
示
す
。

こ
と
に
明
治
末
か
ら
第

一
次
大
戦
期

に
か
け
て
日
本
炭
の
輸
出
が
衰
退
過
程
を
た

ど
る
と
、
筑
豊
炭
の
多
く
が
若
松
港

(戸
畑
地
区
を
含
む
)
を
経
由
し
て
、
主
と

し
て
国
内
向
け
に
積
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
若
松
港
は
近
代
日
本
に
お
け
る
最
大

の
石
炭
積
出
港
と
し
て
の
地
位
を
保

っ
た
の
で
あ
る
。
若
松
港
の
建
設

・
整
備

に

つ
い
て
は
次
の
略
年
表
を
参
照
さ
れ
た
い
・
⑩

明

治

16
年

同

18
年

同

22
年

同

24
年

同

25
年

同

26
年

同同同

29
年

51
年
55
年

同

57
年

同

59
年

同

45
年

若

松
港

工
事
関

係
略
年

表

下
関
港
、
特
別
輸
出
港
と
な
る
。

若
松
港
同
盟
石
炭
問
屋
組
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
結
成
。

若
松
築
港
会
社
設
立
。
門
司
港
、
特
別
輸
出
港
と
な
る
。

若
松
～
直
方
間
開
通

(
筑
豊
興
業
鉄
道
)
、
門
司
～
博
多
間
開
通

(九
州
鉄
道
)
。

若
松
築
港
会
社

(資
本
金
三
〇
万
円
)
開
業
、
本
格
的
に
浚
渫

作
業
に
着
手
。

水
深
二

・
五
米

に
俊
喋
、
港
銭
半
額
を
徴
収
、
翌
年
水
深
三
米

に
浚
渫
、
港
銭
全
額
徴
収
。

新
線
高
架
桟
橋
建
設

(
旧
桟
橋

・
約
三
六
二
米
)
。

水
圧
ク
レ
ー
ン
、
水
圧
ホ
イ

ス
ト
各

一
基
設
置
。

藤
木
高
架
桟
橋
建
設

(
新
桟
橋

・
約
三
七
七
米
)
。

小
倉
～
戸
畑
～
黒
崎
間
開
通

(九
州
鉄
道
)
。

若
松
港
、
特
別
輸
出
港
と
な
る
。

戸
畑
地
区
湊
喋
工
事
完
成
、
同
地
区
に
牧

山
高

架
桟
橋
建

設

(
約
三
九
六
米
)
、

ホ
イ
ス
ト
二
基
設
置
、
新
川
高
架
桟
橋
建

設

(約
六
二
五
米

・
貯
炭
場
用
)
。

牧
山
高
架
桟
橋
ホ
イ
ス
ト

一
基
増
設
。

噛一



大
正
4
年

同

9
年

昭
和

4
年

同

6
年

同

9
年

藤
木
高
架
桟
橋
約
三
〇
五
米
延
長
。

新
線
高
架
桟
橋
廃
止
、

雑
貨
埠
頭
と
な
る
。

貝
島
石
炭
積
込
機
設
置

、
牧

山
岸
壁
約
六

一
米
延
長
。

三
菱
石
炭
積
込
機
設
置
。

新
桟
橋
貯
炭
場
に
ガ
ン
ト
リ
ク
レ
ー
ソ
ニ
基
設
置
。

右

の
略
年
表

に
揚
げ
た
荷
役
諸
設
備

は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
た
と
え
ば
電

化
さ
れ
る
な
ど
の
改
良
が
加
え
ら
れ
荷

役
能
力
や
効
率

の
向
上
が
計
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
跡
を
追
う

こ
と

の
で
き
る
史
料
を
得
る
ま
で
に
至

っ
て
い

な
い
の
で
、
次
に
昭
和
八
年

(
一
九
三
三
)
当
時
の

一
日
当
り
荷
役
設
備
能
力
を

表

示

す

る

こ
と

に
し

よ

う

。

若
松
港
石
炭
荷
役
設
備
能
力

(
一
九
三
三
年
)

設
置
場
所

若

松

側

同同

戸

畑

側

同

機

種

藤
木
高
架
桟
橋

(約
六
八
二
米
)

ホ
イ

ス
ト

(
一
基

)

ク

レ

ー

ン

(

一
基

)

牧

山

ホ

イ

ス

ト

(
三
基

)

貝
島

二
二
菱
炭
積
機

(各

一
基
)

一
日

能

力

↑

ン
)

一
八
、

○
○
○

四
、
○
○
○

四
、
○
○
○

一
二
、

○
○
○

置
積
)四
、
五
〇
〇

鍵

三
、
0
8

用

途

帆

船

帆

船

帆

船

汽

船

帆

・
汽
船

次
に
こ
れ
ら
石
炭
荷
役
設
備

(
石
炭
積
込
設
備
)
の
利
用
状
況
を
第
三
表
に
よ

っ
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
九
二
二
年
以
降
に
つ
い
て
各
荷
役
設
備

の
利
用
度

を
石
炭
積
出
量
の
比
率

に
よ

っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
汽
船
の
増
大

に
も
か

か
わ
ら
ず
、
帆
船
が
根
強
く
生
き
続
け

て
い
る
様
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、

こ
こ
に
言
う
帆
船
は
、
後

に
も
述

べ
る
よ
う
に
曳
船
、
そ
し
て
機
帆

船
が
そ
の
中

に
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
若
松
側
は
水
深
が
浅
く
帆
船
、
曳
船
、
機

帆
船
、
あ
る
い
は
小
型
汽
船
が
多
く
着
岸
し
、
そ
の
た
め
の
荷
役
設
備

の
強
化
が

続
行
さ
れ
、
若
松
港
の
主
要

な
特
徴
を
形
成
し
た
。
因
み
に
若
松
港
は
最
後
ま
で

帆
船
が
最
も
多
く
出
入
港
し
た
日
本
の
港
湾

で
あ

っ
た
。
⑫

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
石
炭
荷
役
設
備
を
利
用
し
て
船
舶

へ
の
石
炭
積
込
を
行

っ
た

場
合
、
経
費
は
何
程
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
仲
仕
賃
金
に
つ
い
て
判
明
し
た
限
り

の

一
ト
ソ
当
り
料
金

の
変
遷
を
表

に
ま
と
め
た
の
が
第
四
表
で
あ
る
。
第

一
次
大

戦
を
契
機

に
こ
れ
ら
諸
経
費

は
急
速

に
値
上
り
し
、
し
ば
し
ば
改
訂
さ
れ
た
跡
を

伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
は
協
定
さ
れ
た
料
金
の
最
高
価
格
を
示

す
も
の
で
、
現
実

に
支
払
わ
れ
た
料
金
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら

か
で
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
ら
諸
経
費

の
高
騰
が
前
述
の
石
炭
荷
役
設
備

の
整
備
や
効
率
化
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な

い
で
あ
ろ
う
。
帆
船
に
よ
る
石
炭
輸
送
の
非
効
率
性
を
曳
船
、
機
帆
船
と
い
う
輸

送
手
段
の
改
良

に
よ

っ
て
補
う
と
同
時
に
、
陸
上
の
荷
役
設
備
の
強
化

に
よ
っ
て

も
補
強
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
若
松
港
に
お
け
る
石
炭
荷
役
に
附
帯
し
て
諸
経
費
が
必
要
で
あ

っ
た
。

た
と
え
ば
若
松
駅
に
到
着
し
た
炭
車
が
船
舶

へ
の
石
炭
積
込
を
待
機
す
る
間

の
停

滞
料
、

一
時
貯
炭
す
る
場
合
は
貯
炭
場
使
用
料
、
船
舶
が
若
松
港
を
出
入
港
す
る

際

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
港
銭
、
あ
る

い
は
若
松
石
炭
商
同
業
組
合
の
組

合
費
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

若
松
駅
停
滞
料
は
若
松
駅

到
着
後
六
時
間
を
経
過
し
た
も

の
に
課
せ
ら
れ
、

一

二
時
間
毎

に

一
ト
ン
当
り

一
五
銭
で
あ

っ
た
。
大
正
期
に
は
汽
船
積
の
も

の
に
限

っ
て
そ
の
料
金
が
五
銭
で
あ

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
⑬

次
に
貯
炭
場

に
つ
い
て
、
そ
の
総
面
積

(
若
松
側
、
戸
畑
側
を
含
む
)
と

一
か

月

「
坪
当
り
の
貯
炭
料
金
を
次
頁
の
表
に
示
し
た
。

貯
炭
場
は
二
島
地
区
を
算
入
す

れ
ば

(
一
九
二
二
～

一
九
二
七
年
)
、

二
七
八
、
九
四
〇
坪
に
達
す
る
広
大
な
も

の
で
、
そ
の
う
ち
使
用
料
が
比
較
的

に
判
明
し
て
い
る
若
松
駅
構
内

(藤
木
高
架

一【



桟
橋
)
、
藤
木
地
区
、
新
川
地
区
の
三
か
所
に
つ
い
て
、
最
低
と
最
高
料
金
を
示

し
た
。
貯
炭
料
金
は
他
の
諸
経
費
に
比
較

し
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
幅
な
変
動
は
認
め

ら
れ
な
い
。

出
入
港
の
船
舶
か
ら
徴
収
さ
れ
る
港
銭

は
、
先
に
掲
げ
た
若
松
港
工
事
関
係
略

年
表
に
も
書
き
加
え
て
お

い
た
よ
う

に
、

す
で
に
明
治
二
六
年
水
深
二

・
五
米
を

得
て
若
松
築
港
会
社
が
港
銭
の
半
額
を
徴
収
し
始
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の

後
凌
喋
工
事

の
進
展

に
と
も
な
っ
て
明
治
三
二
年
料
金

の
改
訂
を
認
可
さ
れ
た
。

若 松 港貯 炭 場 面 積 ・貯 炭料 金

新川地区藤木地区
若 松 駅
構 内

貯 炭 場
総 計

貯炭場
年月

銭

10～15

8～25

8～25

8～25

8～25

8～25

8～25

8～25

8～25

8～25

8～25

銭

6～8

5.6～10

5.6～10

a5～22

&5～22

a5～16

a5～16

a5～16

a5～16

a5～16

10～16

銭

5～15

5～20

5～20

5～20

5～20

5～20

5～20

12～20

5～20

5～20

5～20

坪

55,384

149，386

139，329

136588

259,285

27&940

27&940

155,824

444,478

144,478

159,249

1910年

1917年

19t8年

1920年

1922年

1925年

1927年

1950年4月 末

1950年6月 末

1931年6月 末

1952年6月 末

資料:「 筑豊石炭鉱業要覧 」

備考①貯炭料金は1ヵ 月、1坪 当り料金、単位は銭、最高と最低を示

す。

②貯炭場は若松側、戸畑側を含む。

そ
の
料
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は

『
若
松
築
港
株
式
会
社
五
拾
年
史

』
八
八
頁
を
参

照
さ
れ
た

い
。
そ
の
後
昭
和
六
年
に
い
わ
ゆ
る
港
銭
争
議

の
勃
発
を
み
て
港
銭
の

低
減
が
図
ら
れ
、
昭
和

=
二
年
三
月
若
松
築
港
株
式
会
社
に
よ
る
港
銭
徴
収
が
廃

止
さ
れ
る
ま
で
継
続
し
た
。

さ
て
以
上
に
述

べ
た
若
松
港
に
お
け
る
石
炭
積
込

に
必
要
な
諸
経
費

に
関
す
る

資
料
か
ら
現
実

に
支
払
わ
れ
た
石
炭
積
込
費
を
算
出
す
る
こ
と
は
、
複
雑
な
諸
要

因
を
考
慮

に
入
れ
る
と
極
め
て
困
難
で
多
く
の
推
測
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
大
正
初
期

(第

一
次
大
戦
直
前
)

の
状
況
を
記
述
し
て
い
る
『
本
邦

鉄
道

の
社
会
及
経
済

に
及
ぼ
せ
る
影
響

』

(七
九
七
頁
、
八
二
〇
～
八
二
二
頁
)

は
、
そ
れ
を

一
ト
ン
当
り
和
船
積
の
場
合
二
〇
～
四
五
〇
厘
、
汽
船
積
の
場
合
四

七
～
六
三
八
厘
と
算
出
し
て
い
る
。
昭
和
初
期

の
状
況
を
記
述
し
て
い
る

『
石
炭
、

骸
炭
、
石
油

二
関

ス
ル
調
査

』

(
一
一
四
～

一
一
五
頁
)
は
、
同
じ
く
帆
船
積
の

場
合
三
五
〇
～
四
〇
〇
厘
、
汽
船
積

の
場
合
三
〇
〇
～

一
六
〇
〇
厘

(平
均

一
円

内
外
)
と
算
出
し
て
い
る
。

四
、
筑
豊
炭
の
海
上
輸
送

若
松
港
を
出
港
し
て
い
っ
た
石
炭
運
搬
船

は
帆
船
が
多
か

っ
た
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
。
し
か
し
第
五
表

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
末
に
至

っ
て
若
松
港

(
主

と
し
て
戸
畑
側
)
の
整
備

に
と
も
な
っ
て
汽
船

に
よ
る
石
炭
の
運
搬
も
増
大
を
示

し
た
。
汽
船
の
利
用
は
大
阪
、
神
戸
等
、
近
代
港
湾
と
し
て
整
備
さ
れ
た
瀬
戸
内

の
両
港
を
は
じ
め
、
鳥
羽
、
四
日
市
以
東
名
古
屋
、
半
田
、
蒲
郡
、
清
水

(江
尻
)

か
ら
横
浜
、
川
崎
に
至
る
太
平
洋
岸
の
諸
港
、
舞
鶴
、
敦
賀
以
東
伏
木
、
直
江
津

か
ら
新
潟
に
至
る
日
本
海
側
の
諸
港

に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
第

一
次
大
戦
を
経
過

す
る
こ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に
境
港
、
高
知
、
和
歌
山
県
の
由
良
、
塩
津
、
勝
浦
等
の

中
間
地
域
の
諸
港
に
も
汽
船
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
、

こ
の
こ

ろ
、
第

一
次
大
戦
を
契
機
に
曳
船
が
増
大
し
、
若
松
港
を
基
地
と
す
る
主
要

な
石

一一



炭
輸
送
手
段
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
帆
船
、
汽
船
、
曳
船
の
三
者
鼎
立
の
状

態
を
呈
し
た
。
曳
船

の
活
躍
し
た
水
域

は
瀬
戸
内
海

に
限
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
東

部
、
阪
神
地
区
を
中
心
に
、
岡
山
、
広
島
地
方
に
及
ぶ
範

囲
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
昭
和
期

に
入
る
と
内
燃
機
関

の
発
達
、
と
く
に
漁
船
の
発
動
機
化
を
反

映
し
て
、
機
帆
船
の
急
増
を
第
五
表

に
よ

っ
て
明
ら
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

機
帆
船

の
活
躍
は
、
曳
船
が
瀬
戸
内
海

の
東
部
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
比
較
的

西
部

に
片
寄
り
、
山

口
、
広
島
、
岡
山
、
愛
媛
、
大
分
の
諸
県
が
中
心
で
あ

っ
た

が
、
大
阪
、
神
戸
等

に
も
機
帆
船
の
姿

が
見
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
和
歌
山
、

香
川
、
徳
島
、
高
知
、
宮
崎
、
島
根
、
鳥
取
等
の
周
辺
の
諸
県
に
も
舟
足
を
延
ば

し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

機
帆
船
は
帆
船
に
対
抗
す
る
強
力
な
石
炭
輸
送

手
段
で
、
築
港
工
事
の
不
十
分
な
港
湾

や
鉄
道
網
の
延
び
て
い
な
い
地
域

に
お

い

て
、
帆
船
に
代

っ
て
普
及
し
て

い
っ
た
。
折
し
も
石
炭
の
小
口
需
要
増
大
の
時
期

で
も
あ
り
、
適
合
的
な
輸
送
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
、
帆
船
の
た
め
の
荷
役
設
備

が
整
備
さ
れ
て
い
る
若
松
港

の
特
徴
的

な
存
在
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ
だ
け
に
若

松
港

に
お
け
る
汽
船

に
よ
る
石
炭
輸
送

の
伸
び
は
や
や
停
滞
的

で
、
当
時
北
海
道

炭
の
最
大
の
積
出
港

で
あ

っ
た
室
蘭
港

が
汽
船
積
専
用
港
と
し
て
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
た
の
と
対
照
的
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

次
に
若
松
港
を
出
港
し
た
石
炭
運
搬
船
を
石
炭
積
載
量
に
よ
る
船
級
区
分
に
よ

っ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
六
表

(
一
)

(二
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

帆
船
に
つ
い
て
い
え
ば
大
正
初
期
ま
で
は

一
〇
〇
～

一
五
〇
ト
ン
前
後

の
も
の
が

大
半
を
占
め
て
い
た
の
が
、
第

一
次
大
戦
を
経
過
す
る
頃
か
ら
そ
れ
が

一
〇
〇
～

三
〇
〇
ト
ン
前
後

へ
と
や
や
増
大
傾
向
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
大

幅

な
変
化
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
昭
和
期
に
入
っ
て
も
帆
船
で
四
〇
〇
ト
ン
以
上

石
炭
を
積
載
し
た
も
の
は
稀
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
言
う
帆
船

は
曳
船
お
よ
び
機
帆

船
を
含
む
も

の
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
汽
船
の
場
合
は
大
正

初
期
に
若
松
港
を
出
港
し
た
船
の
大
半

は
す
で
に

一
五
〇
〇
～
二
五
〇
〇
ト
ン
の

石
炭
を
積
載
し
て
い
た
。
さ
ら
に
昭
和
期

に
入
る
と
二
五
〇
〇
ト
ン
以
上
が
若
松

港
を
出
港
す
る
石
炭
運
搬
船

の

一
般
的
状
態
と
な
っ
た
。
帆
船
に
比
較
し
て
大
型

化

へ
の
指
向
が
は
る
か
に
大
き

い
こ
と
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
量
的

に

実
証
で
き
る
資
料
を
得
る
ま
で
に
至

っ
て
い
な
い
が
、
港
湾
設
備

の
事
情
が
許

せ

ば
大
型
化

に
よ
る
輸
送

コ
ス
ト
の
低
減
は
大
き
か

っ
た
は
ず
で
、
若
松
港
に
お
い

て
も
汽
船
の
大
型
化
は
、
帆
船
(曳
船
、
機
帆
船
)
が
三
〇
〇
ト
ン
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
な
か
で
着
実
に
進
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
も

っ
と
も
そ
れ
は
若
松
港

に
お
け
る
汽
船
に
よ
る
石
炭
積
出
量
が
大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
な
い
こ
と
は
先

に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
若
松
港
に
お
い
て
石
炭
輸
送
に
最
も
多
く
活
躍
し
た
海
運
企
業

の

一
つ
で
あ
る
大
同
海
運

の
昭
和
期

に
お
け
る
若
松
入
港
汽
船

の

一
隻
当
り

の
総
ト

ン
数
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
大
同
海
運

の
場
合
、
他

の
汽
船
会
社
に
比
較

し
て
大
型
船
を
と
く
に
多
く
保
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
汽
船
大
型
化
の
傾

向
を
知

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

大同海運 ・若松入港汽船1隻 当り総 トン数

1隻 当 り

総 トン数
隻 数年 度

2,777

2,875

2,661

2,952

5,251

3,245

5,004

5,124

5,551

5,460

5,061

2851

155

179

507

294

266

511

561

291

550

255

155

96

1951年 度

1952〃

1955〃

1954〃

1955〃

1956〃

1957〃

1958〃

1959〃

1940〃

1941〃

1942〃

資料:「 大同海運株式会社若松支店業績誌」
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で
は
帆
船
と
汽
船
と
で
は
海
上
運
賃

に
何
程
の
差
異
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

筑
豊
炭
の
最
大
の
需
要
地
で
あ
り
、
ま
た
わ
が
国
最
大
の
石
炭
消
費
都
市
で
、
若

松
港
と
最
も
緊
密
な
関
係

に
あ

っ
た
大
阪
港
を
と
り
あ
げ
、
若
松
港
か
ら
の

一
ト

ン
当
り
運
賃

の
変
遷
を
第
五
表
に
示
し
た
。
第

一
次
大
戦
直
前

の

一
九

一
二
年
か

ら

一
九
三
九
年
に
至
る
も
の
で
、
そ
の
間
第

一
次
大
戦

に
よ

っ
て
運
賃

の
大
幅

な

高
騰
が
み
ら
れ
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
汽
船
運
賃
の
方
が
、
世
界

の
海
運
市

況
の
影
響
を
敏
感
に
受
け
る
か
ら
で
あ
ろ

う
か
、
概
し
て
値
動
き
の
幅
が
大
き
く
、

た
と
え
ば
第

一
次
大
戦
期
に
も
帆
船
よ
り
汽
船
運
賃
の
高
騰
が

一
段
と
激
し
か

っ

た
。
そ
れ
が
、
そ
の
後
不
況
期
を
迎
え
る

と
、
帆
船
の
運
賃

は
容
易
に
下
落
し
よ

う
と
し
な
い
の
に
、
汽
船
運
賃
は
急
速
に
下
降
傾
向
を
た
ど

っ
た
。
し
か
し
全
般

的
に
い
え
ば
帆
船
運
賃

は
汽
船
運
賃

に
対

し
て

一
・
五
～
二
倍
、
あ
る

い
は
そ
れ

以
上
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難

い
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
さ
り
と
て
帆
船

に
含
ま
れ

て
い
る
曳
船
や
機
帆
船
の
運
賃
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
明

ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
大
口
需
要
家
は
比
較
的
長
期

(数
か
月
か
ら
数
年

に
及
ぶ
)

の
契
約
を
結
び
、
現
実

に
は
日
々
の
運
賃

変
動
の
影
響
を
直
接
的

に
受
け
な
か

っ

た
と
も

い
わ
れ
る
・
⑮

そ
の
他
・
海
上
運
賃
を
成
立
せ
し
め
る
条
件
は
複
雑
で
・

石
炭
輸
送

コ
ス
ト
算
出
の
最
大
の
難
点
と
さ
れ
て
い
る
。
海
上
運
賃
は
炭
価

に
影

響
す
る
と
こ
ろ
大
で
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

で
あ
る
。

五
、
大
阪
港
に
お
け
る
筑
豊
炭

大
阪
が
近
代
日
本

に
お
け
る
最
大
の
石
炭
消
費
都
市
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
そ
の
石
炭
を

一
手
に
受
入
れ
た
の
が
大
阪
港
で
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
鉄
道

に
よ
る
大
阪

へ
の
石
炭
の
輸
送
は
皆
無
に
等
し
い
。
大

阪
港
は
江
戸
時
代
以
来
、
商
品
流
通
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
代

日
本
に
お
い
て
貨
物
輸
送
量

(
入
港

・
出
港
を
含
む
)
の
最
も
多

い
港
湾
で
あ

っ

た
・⑯

そ
の
中
で
も
石
炭
は
重
量

に
お
い
て
最
大
の
輸
送
量
を
占

め
て
い
た
・
第

七
表

に
明
ら
か
な
よ
う
に
一
九

一
二
年
か
ら

一
九
三
九
年
の
間
、

一
九
三
〇
年
代

に
入
り
、
重
化
学
工
業
化
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
他

の
重
量
物
の
輸
入
が
増
大
し

た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
、
石
炭
は
若
干
の
比
率

の
低
下
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、

常
に
三
〇
%
前
後
の
数
字
を
示
し
、
主
要
貨
物
の
王
座
を
占
め
て
い
た
。
大
阪
港

は
石
炭
港
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
大
阪
港

へ
石
炭
を
最
も
多
く
輸
送
し
た
の
が
筑
豊
炭

の
積
出
港
、
若
松
港

で
あ

っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
た
先
に
述
べ
た
。
筑
豊
炭
の
大
阪
入
港
石
炭
に
占
め

る
比
率
は
第
七
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
大
正
期
に
は
ほ
と
ん
ど
七
〇
%
以
上
を
占

め
、
と
く
に
第

一
次
大
戦
期

に
は
九
〇
%

に
す
ら
達
し
て
い
た
。
そ
の
後
大
戦
を

経
過
す
る
頃
か
ら
比
率
は
急
速
に
低
下
傾
向
を
た
ど
り
三
〇
%
近
く
に
ま
で
落
込

ん
だ
。
大
阪
港

に
お
け
る
筑
豊
炭
の
比
率
低
下
は
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
そ
の
分
だ
け
北
海
道
炭
の
着
実
な
伸
び
や
宇
部
炭

の
進
出
が
み
ら
れ
た
。
同

じ
九
州
炭
で
も
む
し
ろ
肥
前
炭
の
よ
う
な
西
九
州
の
遠
隔
地
の
石
炭
に
お
い
て
比

率
の
漸
増
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
最
も
急
激

な
進
出
を
示
し
た
の

は
外
国
輸
入
炭
で
あ

っ
た
。
外
国
炭
の
産
地
は
旧
満
州

(中
国
東
北
地
区
撫
順
炭
)

を
は
じ
め
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
、
樺
太

(
サ
ガ
レ
ン
)
等
、

い
ず
れ
も
極
東
地
域

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
石
炭
の
ほ
と
ん
ど
が
汽
船
を
輸
送

手
段
と
す
る
も
の
で
、
前
節

で
述
べ
た
筑
豊
炭

の
輸
送
と
は
様
相
を
著
し
く
異
に

し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
大
阪
港
に
お
い
て
筑
豊
炭
の
比
率

の
低
下
が
見
ら
れ
る

一
方

で
、

若
松
港

に
お
い
て
も
第
五
表

に
明
ら
か
な
よ
う

に
大
阪
港
向
石
炭
が
若
松
港
国
内

向
石
炭
積
出
量
に
占

め
る
比
率
は
漸
次
低
落
傾
向
を
た
ど

っ
て
い
た
。

一
九
〇
六

年
に
四
五

・
九
%

で
あ

っ
た
そ
の
比
率
は

一
九
三
九
年
に
は
二
三

・
七
%

に
ま
で

低
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
阪

に
お
け
る
近
代
産
業
の
成
立
期
に
は
石
炭
需
要

の
ほ
と
ん
ど
を
供
給
し
た
筑
豊
炭
も
、
第

一
次
大
戦
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

若
松
港
と
大
阪
港
の
緊
密

な
関
係

に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
双
方
か
ら
次
第
に
疎
遠

に
な
っ
て
行
く
の
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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大
阪
港

に
お
い
て
石
炭
入
港
量
に
占

め
る
汽
船

の
石
炭
輸
送
量
比
率
は
、
第
七

表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
九

一
二
年

の
一
二

・
四
%
か
ら

一
九
三
九
年

の
五

一・

六
%

へ
と
大
幅

に
飛
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
築
港
地
区
の
整
備

に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
帆
船
の
石
炭
運
搬

船
が
多
く
着

い
た
安
治
川
と
並
ん
で
築
港

が
石
炭
の
陸
揚
地
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
築
港

に
も
若
干
の
帆
船
が
着
岸
し
て

は

い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
汽
船

で
あ

っ
た
。
大
阪
港

に
お
け
る
石
炭
の
着
地

別
比
率
を
第
七
表

に
示
し
て
い
る
が
、

一
九

一
二
年
か
ら

一
九
三
九
年

に
至
る
間

に
安
治
川
は
七
六

・
六
%
か
ら
四
六

・
七
%
に
低
落
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
築

港
は
同
じ
期
間
に

一
四

・
二
%
か
ら
四
九

・
六
%

へ
と
上
昇
を
示
し
て

い
る
。

こ

れ
は
前
述
の
汽
船
の
比
率
の
増
大

の
忠
実
な
反
映
と

い
え
よ
う
。

か
つ
て
、『
本
邦
鉄
道

の
社
会
及
経
済

に
及
ぼ
せ
る
影
響

』

(七
九
四
～
七
九
五

頁
)

は
安
治
川
を
経
由
す
る
帆
船

に
よ

る
石
炭
輸
送

の
利
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
。

筑
豊
の
積
込
港
た
る
門
司
若
松
よ
り
大
阪
迄
の
輸
送

に
は
帆
船
を
使
用
す
る
を

以
て
、
其
運
賃
は
汽
船
に
比
し
割
高

な
る
は
免
か
れ
ざ
る
所
な
り
、
然
れ
ど
も

汽
船
積
の
場
合
は
沖
繋
り
を
爲
す
と
、

入
港
後
速
時
又
は
五
、
六
時
間
以
内

に

陸
揚

に
着
手
せ
ざ
れ
ば
、
高
償
な
る
停

船
料
を
徴
牧
せ
ら
る
玉
の
外
、
尚
本
船

よ
り
艀
に
て
配
迭
す
る
の
不
便
あ
る

に
反
し
、
帆
船
に
在
り
て
は
普
通
安
治
川

一
丁
目
迄
は
積
荷
の
儘
遡
航
し
、
且
着
港
後
約
十
日
以
内
は
停
船
料
を
徴
す
る

こ
と
な
く
、
偶

々
制
限
日
数
を
超
過

し
て
停
船
料
を
徴
せ
ら
る
x
こ
と
あ
る
も
、

汽
船

に
比
す
れ
ば
甚
だ
低
廉
な
り
、
而
し
て
大
阪
に
於
け
る
石
炭
商

の
多

く
は

貯
炭
場
を
有
せ
ず
、
積
込
み
來
り
た
る
帆
船
を
以
て
貯
炭
場

の
代
用
と
し
、
取

引
成
立
の
後
始
て
艀
船
に
韓
載
し
て
配
途
す
る
も
の
と
す
、
故

に
廣
大

な
る
貯

炭
場
を
設
備
す
る
の
必
要

な
く
、
且
貯

炭
場

へ
の
陸
上
料
を
省
き
、
石
炭
の
耗

失
を
防
ぐ
等
の
利
益

あ
り
、
斯

の
如

く
大
阪
到
着
後
に
於
け
る
配
迭
費
を
節
約

し
且
積
取
港
に
於
け
る
積
取
費
の
低
廉

な
る
と
に
依
り
、
自
然
帆
船
積
を
爲
す

も
の
居
多
な
り
と
云
ふ
、

(
後
略
)

ま
た
同
書

(
七
九
七
～
七
九
八
頁
)
は
大
阪
港
に
お
け
る
石
炭
陸
揚
賃
を

一
ト

ン
当
り
和
船
積

の
場
合
一
三

〇
厘
、
汽
船
積
で
沖
取
り
し
た
場
合
五
四
〇
～
六
三

〇
厘
と
算
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
大
正
初
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述

べ

た
。
大
阪
港
に
関
し
て
は
若
松
港
の
よ
う
な
仲
仕
賃
金
の
変
遷
表
を
得
る
に
至

っ

て
い
な
い
の
で
、
そ
の
当
否
を
判
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
昭
和
初
期
の

調
査
で
あ
る

『
石
炭
、
骸
炭
、
石
油

二
関

ス
ル
調
査

』
は
、
そ
れ
を
帆
船
、
被
曳

船

の
場
合
五
〇
〇
厘
内
外
、
汽
船

で
沖
取
り
を
要
す
る
場
合

一
五
〇
〇
厘
内
外
と

述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
阪
に
入
港
し
た
石
炭
は
大
阪
市
内
や
そ
の
近
郊
に
縦
横
に
発
達
し
た

河
川
や
運
河
を
通

っ
て
艀
等
で
需
要
家

に
届
け
ら
れ
る
。

一
部

は
桜
島
、
安
治
川

口
駅
等
か
ら
鉄
道
に
よ

っ
て
京
都
を
は
じ
め
彦
根
、
大
津
、
吹
田
、
奈
良
、
高
田
、

郡
山
等

の
諸
駅
に
送
ら
れ
る
。
水
運
と
鉄
道

の
輸
送
比
率
を
第
七
表

に
示
し
て
い

る
が
、
鉄
道
の
輸
送
比
率

に
若
干
の
伸
び
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
水
運
が
依
然
と

し
て
多
く
の
部
分
を
占
め
て
い
た
。

こ
の
艀
の
運
賃
は
安
治
川
湊
屋
附
近
を
起
点

に
し
て
算
定
さ
れ
、
距
離
や
舟
楫

の
便
否
に
よ
っ
て
定
ま
る
と

い
わ
れ
る
が
、
次

に
そ
の
事
例
の

一
部
を
示
す

こ
と
に
し
よ
う
。

い
ず
れ
も
石
炭

一
ト
ン
当
り
運
賃

で
大
正
中
期
の
も
の
で
あ
る
・
⑰

大
阪
港
石
炭

一
ト
ン
当
り
艀
船
賃
金

(
一
九

一
九
年
)

行

先

加
島
、
住
道
、
柴
島

一
帯

神
崎
川
製
紙
、
細
糸
紡
績
、
徳
庵
、
築
港
桟
橋
南

京
都
行
鉄
橋
東
、
尼

ケ
崎

一
帯
、
桜
セ
メ
ン
ト
、
藤
田
製
材

所稗
島

一
帯
、
新
淀
川
神
戸
行
鉄
橋
～
十
三
橋
、
築
港
北
新
倉

庫天
満

合
同
紡
績
、
造
幣
局

、
砲
兵
工
廠

浪
花
橋
～
天
神
橋
、
横
堀
川

一
帯

瀬
取
桜
島

に
て
汽
船
、
補
助
機
関
船
よ
り
積
込
み
瀬
取
(曳
ボ
ー
ト

賃
荷
主
持
)

賃
金

(銭
)

九

一

八
三

七
二

六
〇

五
三
四
六
三
〇

五
二

一一



資
料

「大
阪
と
石
炭
問
題
」

『
大
阪
市
商
工
時
報

』
第

一
九
号

(
一
九

一

九
年
三
月
)

備
考
①

一
五
ト
ン
以
下
積
込
み
は

一
隻

に
つ
き

一
円
三
〇
銭
徴
収
。

②

入
港
石
炭
船
の
日
待
賃
は
着
船
の
日
を
加
え
三
日
間
を
省
き
四
日

目
よ
り
荷
役
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

一
日

一
円

七
〇
銭
宛
徴
収
。
た

だ
し
各
停
車
場
揚
げ
の
分
は

一
日
二
円
三
五
銭
と
す
る
。

以
上
の
如
く
筑
豊
炭
田
か
ら
若
松
港

へ
の
石
炭
の
鉄
道
輸
送
に
は
じ
ま

っ
て
、

若
松
港

で
の
石
炭
積
込
、
瀬
戸
内
海

の
汽
船
、
帆
船
、
曳
船
、
機
帆
船
で
の
輸
送

大
阪
港
着
、
市
内

へ
艀
で
輸
送
す
る
に
至
る
石
炭
の
流
れ
を
追

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
輸
送
費
を

一
応
算
定
し
て
み
た
。

し
か
し
輸
送
費
を
決
定
す
る
条
件
は
複
雑

で

正
確

な
輸
送
費
贅

出
す
る
こ
と
は
・

ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近

い
で
あ
ろ
乞

⑱

そ
の
輸
送
費
の
算
出
は
と
も
か
く
、
汽
船
輸
送
と
帆
船
輸
送
の
比
較

に
は
注
目

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
諸
所
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
汽

船
、
と
く
に
大
型
汽
船

に
よ
る
石
炭
輸

送
は
帆
船
に
比
較
し
て
運
賃
は
た
し
か
に

低
廉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
港
湾
設
備
、

な
か
で
も
荷
役
設
備
の
不
備
は
、
出
港
の

場
合
も
入
港

の
場
合
も
多
く
の
人
力

に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず

コ
ス
ト
高
を
招

い
て
結

局
帆
船
よ
り
も
高
価

な
輸
送
費
を
支
出

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
と
く

に
大
阪
港

の
よ
う
に
着
地
に
お
い
て
水
運
の
便

に
恵
ま
れ
石
炭
輸
送
の
容
易
な
地

域

に
お
い
て
は
、
前
記
の

『
本
邦
鉄
道

の
社
会
及
経
済

に
及
ぼ
せ
る
影
響

』

(
七

九
四
-
七
九
五
頁
)
の
説
明
を
ま
つ
ま

で
も
な
く
帆
船
は
優
位
で
あ

っ
た
。
し
か

し
港
湾
設
備
が
整

い
汽
船
が
岸
壁

に
横

着
け
に
な
り
、
強
力

な
荷
役
設
備
に
よ

っ

て
大
量
の
石
炭
の
積
込
や
荷
揚
げ
が
容
易
に
な
る
と
、
汽
船
の
優
位
性
が
ゆ
る
が

ぬ
も
の
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
大
阪
港

に
入
港
す
る
石
炭
輸
送
汽
船

の
増
大
と
帆
船
の
後
退
は
そ
の
故
で
あ

る
。

し
か
し
汽
船
に
よ
る
石
炭
輸
送
増
大

の
理
由
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
需
要
の
側

に
お
け
る
変
化
、
と
く

に
重
化
学
工
業
化
の
進
展
に
と
も
な

う
大

口
需
要
の
増
大
は
汽
船
に
よ
る
石
炭
輸
送
を
促
進
す
る
大
き
な
要
因
で
あ

っ

た
◎

し
か
も
大
阪
の
場
合
、
発
電
所
を

は
じ
め
と
す
る
大

口
需
要
家
は
築
港
に
ほ

ど
近

い
地
域
に
立
地
す
る
場
合
が
多
く
、
近
代
産
業
成
立
期

に
大
阪
市
内
の
河
川

や
運
河

に
沿

っ
て
立
地
し
た
工
場
と
は
異

っ
た
様
相
を
呈
し
た
。

こ
う
し
た
事
態
の
推
移

に
対
応
し
て
若
松
港

に
お

い
て
も
出
港
す
る
汽
船
の
大

型
化
が
進
展
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
し
か
し
北
海
道
炭
や
撫
順
炭
の
大

型
船

に
よ
る
輸
送
の
前

に
は
大
阪
港
に
お
け
る
筑
豊
炭
の
姿
は
次
第

に
影
の
薄

い

も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
に
は
輸
送
の
諸
条
件
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
よ
り
基
本
的
に
は
石
炭
の
産
出
条
件

に
左
右

さ
れ
る

と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
筑
豊
炭
は

一
般
炭
が
多
く
、
炭
層
の
状

態
も
必
ず
し
も
良
好
と
は
い
え
ず
、
し
か
も
比
較
的
早
期

に
開
発
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
他
地
区
に
比
較
し
て
小
規
模
炭
坑
が
多
く
、
北
海
道
炭
や
撫
順
炭
に
比

す
べ
く
も
な
か

っ
た
。
し
か
し
こ
の
点
に
関
す
る
考
察

は
別
稿

に
譲
る
こ
と
に
し

ょ
う
。
大
阪
か
ら
後
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
筑
豊
炭
は
、
大
阪
港
以
外
の
大
型
汽
船
の

着
岸
で
き
な
い
港

へ
の
進
出
に
急
で
あ

っ
た
。
曳
船
に
よ
る
尼
崎
港
、
飾
磨
港
等

へ

の
石
炭
輸
送

の
増
大
や
機
帆
船
の
瀬
戸
内
海
西
部
を
中
心
と
す
る
活
躍
が
そ
の
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
若
松
港

に
お
い
て
も
汽
船

の
大
型
化

へ
の
指
向
も
み
ら
れ
た

が
・

こ
の
港
は
汽
船

の
専
用
港
と
し
て
発
展
を
示
す
方
向
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
曳

船
・
と
く
に
機
帆
船

の
基
地
と
し
て
整
備
さ
れ
よ
う
と
す
る
傾
向
を
よ
り
強
く
示

し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
昭
和

一
〇
年
前
後

に
お
け
る
藤
木
山口同
架
桟
橋
周
辺
の
整

備
は
そ
の
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
と

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
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第1表 対若松港 ・主要港国 内向石炭積出比率

(単 位 トン・%)

年

港名

1906

1907

1908

1912

1915

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1950

1951

1952

1955

1954

1955

若 松 港

ト ン 数

t

4,534,405

4,987,844

4,795,567

6,057,622

6,554,873

6,117,866

5,621,020

6,260,980

5,924,291

5,855,111

6,261,515

6,440,865

6,508,242

6,96&599

7,002,874

7,558,541

6,964,272

7,418,905

7,529,109

7,250,081

7,562,161

6,745,586

6,042,850

6,459,924

8,192,856

8,858,699

9,514,103

指数

100

110

106

155

145

155

124

138

151

129

158

142

144

154

154

162

154

164

166

160

167

149

155

142

181

195

205

門司

%

16.2

1ZO

1ろ.5

11.2

7.4

67

6.5

7.4

Z8

7.5

6.2

6.0

2.8

1.6

1。6

1.2

1.1

17.6

1.7

1.5

5.6

4.0

3.1

1.8

9.5

9.5

8.9

博多

%

0.0

05

09

11。4

10.5

10.0

10.5

9.6

10.0

9.9

4.5

11.2

9.3

10.9

15.4

15.5

11.5

11.7

15.5

唐津

%

16.7

1ス5

16.6

6.5

5.1

5.5

a6

z5

12.5

15.0

15.9

9.4

9.5

8.0

5.9

6.5

6.2

5.2

5.0

5.2

49

5.0

4.7

5.5

4.0

2.4

2.2

住ノ江

%
8.2

6.7

5.4

1.5

2.5

1.6

5.0

2.4

5.1

5.5

5.8

5.6

45

4.5

4.1

3.5

3.7

3.1

5.0

5.5

5.5

5.2

5.5

5.4

4.4

5.8

5.7

大牟田

%
25.7

25.5

0.0

8.5

67

6.0

5.8

4.5

6.0

5.2

5.9

5.1

5.5

5.2

3.6

1.8

2.2

2.1

2.0

2.0

2.5

1.5

1.6

1.6

1.5

1.8

1.1

三池

%

2.2

21

2.2

2.5

1.6

1.9

ろ.5

2.1

2.4

1.5

2.0

1.5

1.9

1.8

1.5

0.9

1.5

1.5

1.1

1.4

1.8

2.5

2.9

2.6

相浦

%

8.6

9.9

8.2

9.O

Z5

7.5

室蘭

%

1Z6

14.5

44.1

11.7

11.5

42.5

15.6

19.5

28.9

22.8

14.9

21.4

15.5

1&0

18.1

19.9

22.0

24.2

24.7

257

25.1

26。8

25.5

26.8

27.5

25.5

24。9

小樽

%
5.1

2.4

1.5

1.3

2.6

4.0

4.7

47

2.9

3.4

5.6

6,9

7.1

9.5

6.5

7.6

ag

9.0

9.5

11.3

11.5

12.2

155

14.9

14.4

11.5

12.1

釧路

%

0.6

0.9

0.1

0.0

0.7

0。7

02

0.9

2.0

5.2

4.4

29

3.4

5.7

5.1

5.0

6.2

5.8

5.2

5.1

4.8

5.6

宇部

%

205

18.5

25.5

21.6

22.1

24.7

22.8

資料:「 大 日本帝国港湾統計 」

備考:① 各年の若松港国内向石炭積 出量を100と して、 これに対す る、その年の主要各港の国内向石

炭積出量を比率で現わ した ものである。

②本表の国内向石炭積 出量には門司港行および当時の外地(旧 植民地)を 含む。

⑤若松港の指数は1906年 の若松港国内向石炭積出量 を100と して算出した。

④その他、国内向石炭積出港として次の港湾があ る。小倉、宇島、伊万 里、今福、江迎、佐世

保 、崎戸、長崎、口ノ津 、三角、船津、下関、小野田、仙崎、函館、岩内、根室、留萌等。
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第2表 筑 豊 送 出 炭 仕 向 先 別 比 率
(単 位%)

類
男

陸 運(鉄 道) 水 運 類
男

年

陸 運(鉄 道) 1水 運

年

合 計

数指

若

松

駅

戸

畑

駅

門

司

駅

小

倉

駅

宇

島

駅

其
他
各
駅

鉄
道
用
炭

合

計

若

松

港

芦

屋

港

小

倉

港

合

計

合 計

数ント 数ント 数指

若

松

駅

戸

畑

駅

門

司

駅

小

倉

駅

宇

島

駅

其
他
各
駅

鉄
道
用
炭

合

計

若

松

港

芦

屋

港

小

倉

港

合

計

1880

1881

1882

1883

1884

1885

1886

1887

1888

1889

1890

1891

1892

1895

1894

1895

1896

1897

1898

1899

190Q

1901

1902

1905

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

t

181,825

196,648

224,714

27ス986'

310,572

509,899

410,082

551,627

669,956

787,591

920,411

1,039,777

1,254,078

1,710.887

2,1156,6161,175

2,342,6621,288

2,726,3421,499

3,400,7941,870

5,555,5501,945

4,08Z2542,248

4,761,6522,619

5,045,5482,7ア4

5,164,6842,841

5,386,5192,965

5,45ス5285,002

6,036,9613,520

6,462,4655,554

6,902,6565,796

6,869,6195,778

7,069,8165,888

Z926,7824,560

100

108

124

155

171

170

226

305

568

453

506

572

679

941

2,0

12.1

31.4

42.3

55,5

53,0

50.7

45.2

48.5

48.4

47.4

46.8

55.5

61.9

62,0

56.9

60.5

64.1

66.6

65.6

69.9

㌔

1.5

4.2

1.7

6.8

6.9

11.0

47.5

21.5

18.7

22,9

25.8

24.7

21.1

17.8

14.6

15.7

14.0

15.7

14,5

15.5

12.6

0.0

0.7

0.9

2.2

5,7

3.1

2.7

2.5

2.5

1.7

1.1

0.9

1.1

1.2

1.1

0.4

1.7

1.4

1.1

1.6

2.5

3.O

l.7

2.0

5.8

6.6

5.5

5.0

5.5

7.2

5.5

0.9

0.5

0.9

1.1

1.3

1.2

1.1

1.1

0.9

1.0

1.5

1.4

5.5

16.3

55.1

49.1

42,4

64,4

69.7

66.6

69.2

76.0

77.7

78.5

81.9

85.5

85.9

82.0

82.0

84.6

88.7

88.6

90.5

97.0

96.7

96.8

92.4

88.1

75.7

65.1

62.6

47.7

55.6

55.6

30.2

26.1

29.9

22.6

20.2

19.2

17.8

15,5

15.0

17,2

17.6

15.2

11.2

3.0

3.5

5.2

7.6

11.9

20。9

18.6

4.5

5.5

4.1

0.1

0。1

7.5

0.2

0.0

1,0

0.9

0.1

0.1

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

1.5

1.1

1.5

0,1

0.8

1.2

0.7

0,5

0,2

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

96.6

85.7

66.9

51.0

57.7

35.7

30.5

35.4

30.8

24.1

22,5

21,4

18.0

14.4

16.5

18.1

17.9

15.4

11.2

11.4

9.6

1912

1943

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1925

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1952

1955

1954

1955

1956

1937

1938

1959

t

8,671,904

9,554,822

9,449,965

8,005,122

9,056,928

10,251,729

10,577.746

11,3〔 レ5,605

10,455,777

9,64ZO21

10,256,578

10,454,651

11,159,604

11,678,517

11,700,917

12,090,452

11,672,410

11,691,408

10,495,147

8,850,008

9,536,514

11,515,881

12,889,662

15,657,842

15,455,791

16,378,915

1ス946,274

18,458,019

4,769

5、244

5,197

4,402

4,970

5,627

5,708

6,218

5,749

5,506

5,641

5,759

6,127

6,425

6,455

6,650

6,420

6,450

5,772

4,867

5,245

6,222

7,089

7,501

8,488

9,008

9,870

10,152

72.4

71.8

75.5

75。2

75.5

67.5

66.0

66.2

66.4

69.0

69.9

69.9

71.7

73.4

47.1

46.6

47.5

48.1

48.3

48.9

47.8

45,5

44.2

45.8

45.5

44.9

43.5

43.4

25.8

24.5

24.1

24.9

24.7

24.7

27.4

29.6

27.2

27.4

26.6

25.9

24.5

23.8

12.1

11.2

9.4

7.6

6,9

8.2

8.4

8.0

8.4

7.0

7.5

7.2

7.0

6,0

6.2

6.3

6.1

5,5

4.5

5.9

3.4

5.0

2.8

2.4

1.7

2.4

2.8

5.2

2.5

4.2

4.5

4.6

5.8

4.5

3.7

5.6

5.6

4.8

5.5

5.2

5.4

4.9

5.5

5.7

4.0

5,5

4:5

4、1

5.8

3.ア

5.0

4.8

1.1

1.2

1.0

1.2

0.8

1.0

1。2

1.2

1.1

0.7

0.8

0.9

0.7

0.8

1.0

0.8

0.7

0.7

0.6

0.5

O.3

0.5

0.5

0.6

0.5

0.8

0.7

0.6

5,0

6.4

8,5

9.2

10.0

12.2

12.4

12,8

15.7

12.6

11.9

15.1

12.5

11.1

12,5

12.5

12.9

12.6

12.9

12,6

15.6

15。0

17.7

18.6

19.5

19.5

20.6

21.6

1.2

1,4

1.5

1.6

1.5

1.5

1.9

1.9

2,4

2,4

2.4

2.7

5.0

2.7

5.1

3。5

5.5

5.3

3.5

5,8

5.4

5.1

5.0

5.1

2,9

28

2.9

2,7

91.8

9ZO

95.3

94.8

95.0

94.4

94.2

94.7

95。8

96,0

96.0

97.4

98,5

98.8

99.0

99.2

99.8

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

7.9

7.8

6.4

4.8

4.9

5.6

5,8

5.2

4.5

4.0

4.0

2,5

1.7

1.1

1.1

0.8

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0,0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0,2

0.2

0.2

0.4

0.1

8.1

8.0

6.6

5.2

5.0

5.6

5,8

5.5

4.3

4.0

4、0

2.5

1。7

1.1

1.1

0.8

0.2

0.0

11.5

9。4

0.1

0,2

資料:

備考

1880～1885年 「本邦鉄道 の社会及経済 に及 ぼせ る影響」780頁 。

1886～1932年 「筑豊石炭鉱業要覧」1955年 版79頁 ～81頁 。

1955～1959年 「若松 港石炭集散 統計」1953～1959年 版。

①鉄道用炭 は九州管内 に限 られる。②1925年 以前の若松駅 は戸畑駅 を含 む。



第5表 若 松 港 炭 積機 別石 炭積込 比 率

(単 位%)

年

新
線
(
帆
船
)藤
木

(帆船)胆

牧

山

新

川

ホイ ス ト

ク レー ン

合 計

東 部

中 部

西 部

合 計

汽 船 積

帆 船 積

合 計

汽 船 積

帆 船 積

合 計

総計(ト ン)

指 数

年

新
線
(
帆
船
)藤

木
(帆

船
)

ホ イ ス ト

ク レー ン

合 計

東 部

中 部

西 部

合 計

藤木炭積機

岬山炭積機

牧

山

新

川

汽 船 積

帆 船 積

合 計

汽 船 積

帆 船 積

合 計

総計(ト ン)

指 数

1922

15.0

5.9

1ag

209

22.5

14.4

57.6

4.4

19.1

25.5

6,550,478

100

1955

5.t

5.0

10.1

14.6

24.9

12.5

519

0.6

29.2

0る

29.4

5.0

5.0

&0

9,259,014

141

1923

125

Z6

19.9

20.3

24.2

15.3

57.8

7.5

15.0

22.2

6,719,383

105

1936

17.2

33」9

10.5

61.7

2.0

2&7

05

290

4.8

2.6

7.4

10,3ア3.571

158

1924

11,9

7.4

19.3

22.1

24.0

1Z7

5a8

9.4

12.5

21.9

7,552,848

112

1957

56,4

S.0

4.9

27.6

0.5

2&1

5.ア

5.9

7.6

10,677,583

165

1925

21.7

19.6

258

11.7

55.1

152

100

25.2

ス655,085

117

1938

4Z7

2.2

15.6

26.5

0.7

27.0

53

4.5

z6

10,846,550

166

1926

1&2

1a2

25.1

14.0

55.5

1&2

&3

26.5

7,461,177

114

4939

4&4

2.4

15.4

26.4

0.7

2ZO

乙0

5.8

68

11,203,708

171

1927

12.9

57

1&6

17.4

21.7

14.0

551

20.6

7.7

28.5

7,802,358

119

1928

12.9

&0

2a.9

16.9

21.2

12.7

50.9

21.5

6.9

2&2

7,652,113

117

1929

14.4

7.2

21.6

14.8

20,3

12.4

47.6

25.2

5.5

2a5

1.9

0.5

2.4

8,045068

125

1950

14.7

as

252

14.8

19.6

11.6

46.0

25.3

1.3

26.6

5.8

0,4

4.5

7,281,646

111

1951

12.7

&2

20.9

14.2

1Z7

15.2

4Zl

26.4

05

26β

4.4

0.8

5.2

6,557,878

97

1952

11.7

10.4

22.1

12.9

14.3

147

41.8

2Z2

02

27.4

6.5

2.4

&8

6,996,441

107

1?55

10β

10.5

21.5

12.1

14.9

12,9

3～し8

505

02

50.4

5。0

3.4

&4

&292,652

127

1954

10β

11.4

222

11.6

16.8

12.0

40,4

29.2

0,2

29.4

5.7

2.5

&O

8,829,682

155

資料:「若松港石炭集散統計」

備考①新線高架桟橋、藤木高架桟橋、藤木炭積機、岬山炭積機はともに若松側、牧山高架桟橋、新川

高架桟橋(貝 島、三菱炭積機)は 戸畑側。

②藤木炭積機、岬山炭積機は ともに帆 船用。

⑤1929年 新川 に炭積機(貝 島炭積機)設 置、1935年 新線の炭積機撤去、同年藤 木に炭積機設置、

1957年 岬 山に炭積機設置。



第4表 若 松港 石炭 仲 仕 賃金 最 高 標準 (単位 厘)

賃 金 改 定 年 月 日

汽船荷物積込賃・穴繰賃共

汽船焚料積込賃・穴繰賃共

艀より艀または帆船瀬取賃

雇 日 役

艀陸上賃{鶏 ε

艀陸下賃鳴:ε

(1t)

(1t)

(1t)

(1人)

(1t)

(1t)

貯炭場よ り汽船直下賃 ・穴繰賃共(tt)

繰 替 賃

桟橋より汽船積穴繰賃

(1t)

(1t)

高
架桟

橋
卸賃

藤木高架桟橋西部

同 中部

同 東部

新線高架桟橋

水圧クレーン

戸畑側高架桟橋

(1t)

(1t)

(1t)

(1t)

(1t)

(1t)

岬山 ・藤木高架桟橋下陸上下賃

同

掻 出

検 量

川儒陸上賃

賃

賃

新線地区担込賃

同 持直賃

繰替賃

コークス臥積込賃(60kg入)

杁作 り賃(60kg入)

塊粉飾分賃

汽船荷物夜業増

汽船焚料夜業増

焚料片サイド持越増

(4t)

(1t)

(1t)

(1t)

(1t)

(1t)

(1t)

(1懐)

(1俵)

(4t)

(1t)

(1t)

(1t)

補助機関附帆船積込賃・穴繰賃共(1t)

1910

18〔1.0

200。0

100.0

89.0

75,0

100.0

82P

lZO

160

16.0

16.0

160

16.0

1911

8・16

185.0

205.0

100.0

650.0

97.0

80.0

146,0

85.0

1ZO

16.0

16。0

16.0

160

160

80.0

57.0

450

84.0

100。0

80,0

150

1ao

16ao

74.0

82.0

82.0

1917

1・1

212,0

255.0

115.0

740.0

{1?1:1
{ll:1
111:

19.0

1ZO

17.0

17.0

17.0

17.0

10S.e

42.0

47.0

96.0

115.0

92.0

15,0'

20.0

16ao

84.0

94.0

94.0

1917

8・1

265.0

294.0

144.0

925.0

151.0

144.0

10～ し0

120.0

21ZO

126.0

24.0

19.O

l9.0

1～し0

19.0

19.e

1570

55。0

61。0

125.0

150.0

120,0

26.0

20.0

16ao

105.0

11ao

llao

1918

4・15

305。0

53ao

16&0

り,064.0

151.0

166,0

125.0

13ao

250』

145.0

2&0

{24.5

{菱2:9

{茎鴉

{多29

{菱鴉

15&0

650

アOD

144.0

1750

幡ao

50.0

250

16ao

121.0

1560

1560

⑤

1918

7・16

545.0

382.0

1sao

1,154.0

164.0

180.0

1560

150.0

271.0

15ZO

50.0

{24:5

{菱2:9

{塗2:9

{塞呈:1

{20・o

171.0

6&0

760

1560

1sao

150.0

550

25.0

182.0

15ス0

154.0

154.0

⑥

1918

9・16

54.0

26.0

23.0

250

{2Z8
200.0

170.0

⑤

1918

11・16

414.0

47&0

226,0

1,585.0

175.0

195.0

146.0

161.0

290.0

16aOi

32.0

56.0

2&0

25.0

25.0

{盤8
214.0

182.0

750

81,0

16ZO

201.0

161.0

55.0

2ZO

195,0

⑤

⑤

⑤

⑥

1919

8・1

1920

2・1

Slao

5gao

285.0

1,731.0

219.0

241.0

1850

201.0

5650

210.0

46.4

59&0

690.0

327.0

2,000.O

280.0

255.0

420.0

242S

550

45.0

55.0

51.0

51.0,

{雪と1,

51.0

42.0

5～し0

59.0

{竣呂
26ao

22ao

91.0

101.0

209.0

251.0

201.0

44.0

54,0

195.0

⑤

⑤

⑤

⑤

510.0

2650

SO5.0

117.0

240.0

290.0

252.0

50」 〕

59.0

195.0

⑤

⑤

⑤

⑥

1920

10・1

S5ao

621.0

294.0

1,800」 〕

252.0

211。0

57&0

2150

4&O

46.0

5&0

550

55.0

{翻
279.0

2560

94.0

1050

2160

⑤ 一

⑤ 一

45.0

55.0

④

⑤

⑤

⑤

⑥

1921

5・16

484.0

55～ し0

265.0

1,620.0

227.0

190.0

540.0

192.0

450

3ao

52。0

52.0

⑤ 一

52.0

{雪蓬:呂

251.0

212.0

85.0

95.0

194.0

41.0

52S

④

⑤

⑤

⑤

⑥

1925

11・-1

42～ し0

520.0

2460

1,500D

211.0

17ZO

516,0

179.0

40.0

55.0

50.0

50.0

50.0

{雪呈;呂

2550

197.0

79.0

8&0

180.0

5ao

50.O

④

⑤

⑤

⑤
'

⑥

1924

5・1

459.0

559.0

265.0

1,620.0

22ZO

190.0

54e.0

192.0

450

560

31.0

51.0

51.0

{垂ま8

251。0

211。0

85,0

95.q

194.0

41.0

52.0

④

⑤

⑤

⑤

⑥

1924

8・1

1950

12。3

429.0

559.0

265.0

1,620P

22ZO

190.0

540.0

192.0

450

429.0

559.0

265.0

2160

180.0

5250

182.0

450

56,0

51.0

51.0

51.0

{雪認

50。0

500

50.0

5〔LO

sO.O

251.0

211.0・

85.0

95.0

て94.0

41.0

52.0

④

⑤

⑤

⑤

⑥

25&0

201.0

81.0

90.O

59.0

50D

④

⑤

⑤

⑤

⑥

資料:「 若松石炭商同業組合・第5号 統計表」「若松港石炭集散統計」「筑豊石炭鉱業要覧」

備考①本表の賃金は最高標準賃金を示す。特約あるものはこの限りtc非ず。 ②鉄道省より指定された桟橋荷卸場所着炭トン数が1か 月4万 トy未満の場合は賃金の割増を要する。

◎新線高架桟橋は雑貨埠頭となり1921年5月1日 より石炭荷役中止。 ④艀陸上賃、艀陸下賃の合計に50厘 を加える。 ⑤各当該賃金の40%増 。 ⑥汽船荷物積込賃の25%

引。 ⑦陸仲仕夜業賃は昼間の30%増 。



第5表 若 松 港 石 炭 輸 送

年

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1912

1915

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1951

1952

1955

1934

1935

1956

1937

1938

1939

若 松 港 国 内 向 石 炭 積 出 量

総 計

ト ン 数

t
1,768,522

1,972,176

2266,585

2,559,842

2,947,565

5,540,920

4,155,449

4,587,865

4,129,415

4,347,824

5,120,164

5,924246

6,149,625

6,254,520

5,780,947

5,626,551

6,225,288

6,238,701

6,520,855

6,215,496

6,565,160

6,759,561

6,435,454

6,707,247

5,953,611

5,5i2293

5,765,294

7,024,538

7,573,865

7,816,475

8,912,451

9,189,691

10,054',155

10,97&444

指数

100

112

128

145

167

200

235

259

253

244

290

555

348

553

327

518

552

353

369

351

371

581

564

579

356

500

326

597

428

442

504

520

569

621

船 種 別 比 率

帆船

%

868・

85.0

85.0

77.0

71.2

6Z8

65.5

66.1

72.7

75.ア

76.7

55.7

55.8

52.2

51.9

4&3

45。6

455

41.5

3&6

5a7

3Z7

389

37.5

5Z3

3Z6

5&2

41.5

42.0

27.3

21二5

1&2

14.4

7二8

汽船

%
15.2

15.0

17.0

23.0

2&8

322

54.7

35.9

2Z5

245

25.5

25.7

21.6

21.6

253

25.5

2a8

29.5

32.0

528

53.5

35.0

55.0

3Z9

3&4

5Z1
'5Z4

39.0

41.2

40.4

39.7

5Z3

33.5

36.1

曳船
0
0

20.5

24.6

26.2

24.8

262

25.6

25.1

26.5

2&6

27.8

27.3

26.1

24.6

24.3

25.2

24.4

19.7

168

1&3

17。7

17.9

18,3

'168

灘
%

14.0

21.1

266

54.0

39.5

大阪港

解

%

45。9

450

42.3

5a3

34.8

35.5

31.8

50β

30.0

2a2

31.5

52.4

34.1

54.6

55.6

29し2

2&5

29.2

269

26.4

267

2a1

2&1

2&9

2&8

2Z5

2Z7

26.8

265

25,0

23.1

22.7

23.0

257

大阪港向船種別比率

帆船

%

85.2

84.6

84.3

84.1

81。3

80β

80.8

82.6

89.0

95.5

8&1

49.3

4Z9

46.2

44.6

34.7

50.4

51.1

22.5

1&7

1Z5

152

13.7

182

202

14.8

17.4

21.1

256

11.4

Z2

7.5

65

25

汽船
00

14.8

15.4

157

15.9

1&7

19.2

19.2

1Z4

11.0

4.7

11。9

1～し6

11.7

9.7

12。4

98

1乙2

15.8

151

10.7

1乙6

19.1

26。7

302

2Z7

517

52る

5a5

42.5

40.6

59.7

32.9

29.9

2a8

曳船
00

51.1

40.4

44.2

42.9

55.5

56.4

55.1

64.6

70.6

6&9

65.7

59。6

51.6

52.1

555

50』 〕

405

359

5a5

39.3

405

41.0

40.0

%

9.5

158

19.2

22.8

2&8

若松S大 阪石炭1ト ン当運賃

帆 船

最低

円

1.51

1.25

1.25

1.17

1.60

5.11

3.00

2.40

2.70

255

520

3.00

2.75

225

250

2.35

220

2.15

1.60

1.24

1.25

1.57

1.85

1.80

1.86

1.91

2.97

525

最高

円

1.55

1.65

1.55

1.48

2.69

5.54

4.ge

5.80

550

535

3.60

5.95

450

3.25

555

5.50

3、25

510

2.55

1.80

り.70

254

273

2.78

258

2.73

546

570

汽 船
'最低

円

080

0.50

0.70

1.50

270

2.70

1.80

1.50

1.30

1.60

1.55

MO

1.05

1.20

0.95

1.10

1.00

0.75

060

0.70

0.95

1.10

1.10

1.50

1.60

2。00

乙OO

最高

円

1.50

0.90

1.50

250

4.90

560

2.60

5.50

1.70

1.90

2.50

1.90

1。50

1.40

1.30

1.35

1.55

1.10

0.90

1.50

1.40

1.50

1.40

1.60

2.00

520

540

資料:「 若松港石炭集散統計 」

備考①若松港国内向石炭積出量は門司行、旧植民地(外 地)を 含まず。

②大阪港向比率は若松港国内向石炭積出量に占める大阪港向の比率である。
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第6表(1)若 松港帆船 ・船級別石炭積 出比率

年

1912

1915

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1925

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1951

1952

1935

1954

1955

1956

1957

総 計

4,575,524

5,065,151

4,879,000

4,575,077

4,957,857

5,535,216

5,520β59

5,675,971

5,057,005

5,125,771

5,084,570

5,052,545

5,089,521

4β18,579

5,079,029

5,004,545

4,845,252

4,699,215

4,236,188

5,896,542

4,294,881

4,972,897

5,205,489

5,475,512

6,54&185

6,914,960

t

指数

100

111

107

100

108

117

121

124

111

112

111

110

111

105

111

109

106

105

93

85

94

109

114

120

159

151

60t未 満

12.0

10.2

8.2

8.4

8.0

7.0

4.9

5.9

5.4

5.8

5.6

3.1

5.8

4,0

4.2

4.2

4.9

5.4

6.5

8.7

Z5

5.9

5,8

5.1

4.9

5.7

120t〃

50.5

49.0

49.4

44.7

42.0

52.6

28.0

26.e

27.3

29.7

28.5

26.9

27,5

28.1

27.9

2Z6

27。7

27.1

28.9

29.5

28.6

28.4

28,5

29.6

28.8

29.6

180t〃

22.6

20.8

20.0

21.7

21.9

20.9

19.5

20B

20.8

20.7

20.0

19.2

19.2

1a5

17.8

1ao

17.9

18.1

18.5

17.7

1a6

20.4

20.5

21.4

22.1

25.9

240t〃

12.1

14.8

15.9

18.6

19.1

19.1

17.8

18.4

19.5

18.2

18.7

19.0

19.0

18.6

18.0

18.7

17.9

17.8

18.7

19.1

18.5

17.7

18.8

18.2

19.4

19.5

300t〃

2.7

4.9

5.9

6.0

7.8

14.1

1a1

20.1

18.7

18.6

19.2

20.1

19.1

19.6

20.9

202

21.5

21.2

19.1

19.2

20.4

19.6

19.4

19.0

18.1

17.5

560t〃

0.1

0.5

0.4

0.5

1.0

4.7

Z7

7.9

7.6

7.5

8.1

9.5

9.3

8.7

8.7

9.0

8.5

8.2

6.7

4.6

5.4

6.2

5.7

5.3

5.6

4.7

420t〃

0.0

0.0

0.1

0.1

0.1

0.7

1.7

1.5

1.6

1.2

1.6

1.7

1.8

2.0

1.9

1.8

1.4

1.2

1.0

0.4

0.5

0.5

0.3

0.3

0.3

0。5

資料:「 若松築港株式会社営業報告書 」

備考①年は年度(4月 から翌年5月 まで)で ある。

②石炭積出量は海外輸出を含むが僅少と思われる、門司行を含む、

③船級区分は港銭の区分に従ったもので石炭積載量による。

ただし焚料を含まず。

(単 位%)

480t〃

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.0

0.5

0.5

02

0.2

0.1

0.2

0.5

0.2

0.2

0.2

0.2

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

540t〃

0.O

O.1

0.5

0.4

05

0.1

0.1

0.1

0.1

0.2

0.2

0.1

0.2

0.2

0.1

0。O

O.0

0.0

0.2

0.1

0.1

600t〃

0.0

0.0

0.4

0.4

0.4

0.1

0.0

0.O

on

0.0

0,0

0.1

0.0

0.1

0.1

0.2

0.1

0.1

600t以 上

0。0

0.2

0.6

0.2

0.1

0.1

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.5

0.7

0.9

1.0

1.1

1.0

0.7

0.8

0.8



第6表(2)若 松港汽船 ・船級別石炭積 出比率

年

1912

1915

1914

1915

1916

1917

1918

1949

1920

1921

1922

1925

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1950

1951

1932

1953

1954

1955

1936

1957

総 計

t
2,545021

2,45a847

1,935,964

1,992255

2,060,984

2,177,071

1,963,017

2,131,642

2,027,025

2242,530

2,280,376

2523,252

2,724,875

3,257,631

3,325,249

3,156,951

2,875,014

3,025,150

2,78&978

2201,002

2,6ろ2264

3,054,577

5,508,016

3,496,551

4,148,547

5,999,992

指数

100

97

76

78

81

86

77

84

80

88

90

9t

107

128

151

424

115

119

110

87

104

120

158

157

165

157

100t未 満

0.0

0.0

0.O

OA

O.1

0,0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.1

0.0

0.1

0.1

1.5

0.1

0.1

0.2

0.2

02

02

05

02

200t〃

0,0

0.0

0.1

02

0.4

0.6

07

0.1

0A

O.O

O.1

0.0

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

0.5

02

0.3

02

05

0.6

0.9

08

0.4

500t〃

0.1

0.O

O.1

02

0.5

0.9

1.6

1.5

0.7

0,6

0.3

0.3

05

0.2

02

02

02

0.6

0.6

0.8

0B

O.9

1.0

1.9

2.2

1.9

400t'

0.2

1.0

20

2.1

28

4.8

4.6

4.2

4.0

5.0

2.5

2。4

2.5

1.7

0.9

0B

O.7

0.7

0。5

0.4

0.4

0.4

0.6

1.5

2.8

2.6

500t〃

0.1

0.1

0.1

03

2.5

4.2

8.5

Z2

z1

6.5

5.4

2.8

2。5

1.9

2。4

1.8

2.2

2.6

1.9

1.6

1.0

0,5

1.6

1.1

1.2

0.7

700t〃

5.6

5.6

2。9

2.9

10.8

9.5

13.2

12.9

8.8

6.8

5.1

5.6

5.0

5.7

3.6

5.1

2.2

2.2

1.8

1.4

1.1

1.5

2.4

2.5

4.0

2.9

700't以 上

7.7

6.8

5.5

Z4

106

13.2

4a4

1a5

19.8

12.4

9.9

15.2

10A

&7

102

10.7

9.6

&8

6.5

6.2

4.8

5.4

7.0

7.5

6.8

8.0

1,000t〃

15.6

103

ag

7.9

13.3

15.7

222

23.6

21.4

202

15.9

15.8

14.9

9.1

&0

12.6

15.0

14.2

14.8

14.6

13.6

12.8

11.2

11.2

10.8

11.0

資料:「 若松築港株式会社営業報告書 」

備考①年は年度(4月 から翌年の5月 まで)で ある。

②石炭積出量は海外輸出を含む。ただし焚料を含まず。

⑤船級区分は港銭の区分に従ったもので石炭積載量による。

(単位%)

1,500t〃

25.8

24.0

19.5

15.5

152

15.6

15.8

16.1

19.0

19.7

14.0

15,4

12.6

9.1

122

11.5

152

14.4

12.5

13.7

10。4

11.2

10.1

12.0

9.6

12.4

2,000t〃

19.9

1z9

2α0

15.5

162

14.0

9.O

Z6

6.4

11.7

14.2

11.1

11.5

&2

a5

ZO

5.9

5.4

Z2

6.5

5.2

4.6

5.4

55

2.7

2.0

2,500t旋

1a2

16.2

21.0

26.6

15.6

12.5

3.9

5.5

6.7

6.8

&8

7.8

11.4

15.4

17.4

1&1

20.5

15.1

1&2

24.8

20.4

19.2

14.0

105

9.9

15.9

3,0'00t〃

10.8'

1&0

21.7

25.6

14.3

9.0

22

47

5.9

12.2

257

25.7

29.0

41.9

56.8

54.4

30.5

54.0

35.8

29.9

41.7

45.0

4Z7

4Z5

48.9

44.0



第7表 大 阪 入 港 石 炭 比 率
(単 位%)

入 港 石 炭 総 計 入 港 石 炭 産 出 地

年 ト

ン

数

指

数

入
港

貨
物
対
比

九 州 炭 宇

部

炭

北

海

道

炭

そ

の

他

国

内

合

計

外

国

輸

入

炭

入港石炭

輸送手段

入 港 石炭 着 地

筑

豊

炭

粕

屋

炭

唐

津

炭

肥

前

炭

三

池

炭

小

計
汽

船

帆

船

築

港

安

治

川

木

津

川

尻

無

川

入港石炭

発送手段

鉄

道

水

運

1912

1913

1914

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

4928

1929

1930

1951

1952

1935

1934

1955

1956

1957

1958

1939

1,887,151

2,059,701

1,970,415

1,780,414

2,115,086

2,45亀880

2,766,457

2,911.031

2,55&507

2,489」246

2,697,587

5,062,479

5,031,727

2,974,562

2,915249

5,51&587

5,64&662

5,645524

5,569,690

5,52&775

5,545,062

4,564,777

4,904,958

5,139,085

5,209㌧400

5,571,780

6,059,454

6,807,797

100

109

104

94

112

150

147

154

156

152

145

162

161

158

154

176

195

195

179

187

177

242

260

272

276

285

521

561

32.1

34.8

35.8

55.5

55」

597

52.5

407

41.0

591

3&2

5916

5z5

3Z4

51,5

552

55.2

56.1

5ム9

54.5

29.4

52.1

505

2a5

25.7

24.5

2ag

51.2

74.0

76.6

76.6

フ&7

89.9

go.1

90.9

86.0

81.9

79.8

747

61.4

625

6a4

61.6

55.5

41,4

502

4Z6

468

5&5

55.4

55.7

558

54.4

41.1

41.5

44.2

O.2

0.1

0.1

0.5

0.5

1.2

1.3

1.5

0.1

0.4

0.O

O.6

0,8

0.2

0.8

1.1

0.4

0.8

1.7

2.8

2.8

4.2

5.0

5.5

4.7

55

26

55

0.1

07

0.4

0.1

02

0.4

0.5

2.0

2.O

O.7

0.2

1.0

1,9

0,8

1.0

1.6

t7

0.6

2.2

0.4

1.2

1.2

0.7
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本帝国港湾統計 」

備考

① 本表は 「入港石炭総計 」

を除いて他は大阪港に入港

した各年の石炭の重量を

100%と し、それぞれの類

別に分類 された比率である。

② 総計欄の 「入港貨物対比 」

は大阪港へ入港した貨物重

量中、石炭の占める比率で

ある。

⑤ 「粕屋炭 」は博多湾か ら

の到着炭をすべて含む。

④ 「肥前炭 」は伊万里、今

福、平戸、江迎、佐々、相

浦、佐世保、崎戸、松島、

瀬戸、長崎、住ノ江等から

の到着炭を含む。

⑤ 「宇部炭 」は山ロ県産出

炭をすべて含む。

⑥ 「外国輸入炭 」は旧植民

地産出炭を含む。

⑦ 「入港石炭発送手段 」は

大阪港に入港した石炭を目

的地へ発送する輸送機関の

比率である。

「鉄道 」は安治川 ロ駅、

桜島駅を経由す るものが多

く、 「水運 」は大阪市内の

河川を利用するものが多い。



〔
注
〕①

大

阪

に
お
け
る
近
代
産
業

の
成
立

と
石
炭
需
要

に
つ

い
て
は
岡
本
幸
雄

「
紡

績
企

業

の
大
阪
地
方

集
中
化
問

題
と
石
炭

流
通
市

場
事
情
覚
」

(
宮
本

又
次
編

『
上
方

の
研
究

』
第

五
巻
所
収

)
、
原

田
敏
丸

「
初

期
機
械
紡

績

に
お
け
る
蒸

気
力

の
利

用

に

つ
い
て
」

(
宮
本
又
次
編

『
上
方

の
研
究

』
第

四
巻
所
収
)

等

の
研
究

が
あ

る
。

②

鉄
道
院

編

『
本
邦
鉄

道

の
社
会

及
経
済

に
及
ぼ

せ
る
影
響

』

七
八

七
頁
等

参
照
。

③

筑
豊
炭

鉄
道
輸
送

の
総
延
長

を
筑
豊
炭

の
産

出
高

で
除

し
た
も

の
と
思

わ
れ

る

(
日
本

銀
行

調
査
局

編

『
筑
豊

石
炭
調
査

』

大

正
六
年

・
四
二
頁
等
参

照
)
。

④

『
若
松

石
炭
商
同
業
組

合

.
第

三
号
統
計
表

』
『
筑
豊

石
炭
鉱

業
要
覧

』
参

照
。

⑤

一
九

〇
三
～

一
九

三
二
年

の
筑
豊
炭

の
鉄
道

諸
駅

へ
の
送
出
量

が

『
若

松
港

石
炭
集
散
統

計

』
『
筑
豊
石
炭

鉱
業

要
覧

』
等

に
よ

っ
て
明
ら

か
で
あ
る
。

⑥

『
若
松

石
炭
協
会

五
十
年
史

』
六
五
頁
参
照
。

⑦

『
若
松
築

港
株
式

会
社
五
拾
年
史

』
三

二
頁
参

照
。

⑧

『
門
司
市

史

』
昭
和

八
年

⑨

『
若

松
築
港
株
式

会
社

五
拾
年
史

』
四
四
～
四
五
頁
参

照
。

⑩

『
若
松

石
炭
協
会

五
十
年
史

』
『
若
松
築
港

株
式
会
社

五
拾
年
史

』
『
七
十

年
史

.
若
松

築
港
株
式

会
社

』
『
80
年
史

・
若

築
建
設
株
式
会

社

』
『
若
松

市

史

』
昭
和

一
二
年
等
参

照
。

⑪

『
筑
豊

石
炭
鉱
業
要
覧

』
昭
和

八
年

版
参
照
。

⑫

『
大

日
本
帝

国
港
湾
統
計

』
参
照
。

⑬

『
筑
豊
石

炭
鉱
業
要
覧

』
参
照
。

⑭

『
若

松
港
石

炭
集
散
統
計

』
参
照
。

⑮

「大

阪
と
石

炭
問
題
」

『
大

阪
市
商

工
時

報

』
第

一
九
号

・
八
三
頁
等
参

照
。

⑯

『
大

日
本
帝
国
港

湾
統
計

』
参

照
。

⑰

「
大

阪
と
石
炭
問

題
」

『
大

阪
市
商

工
時
報

』
第

一
九

号

・
七

五
～

七
六
頁
。

⑱

こ
れ
ま

で
に
考
察

を
加
え

て
き
た
筑
豊

の
山
元
か
ら
大

阪

の
需
要
地

に
至
る

諸
掛
り

を
、

昭
和
初

期

に
つ

い
て
、

帆
船
と
汽

船
を
含
む
平

均
的

な
も

の
と
し

て
合
計

す

る
と
、

一
ト
ン
当

り
六
円
内
外

か
と
推

測
さ
れ

る
。

そ
の
内

訳
は
鉄

道
運
賃

一

一
〇
銭
、

若
松
港
積

込
賃

一
〇

〇
銭
、
海
上

運
賃

二

七
〇

銭
、

大
阪

陸
揚

一
二
〇
銭

で
あ
る
o
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